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マス流網 8 1反

内訳 9 4粍 (3.1寸)

9 7 1/ (3. 2寸)

1 0 0 /1 (3. 3寸)

1031/ (3.4寸)

日

目的

本年度の日本海マス流網漁業試験も前年度に引続き，日，水，研の調査計画K基いて行われ，

本海マス類の資源状態，魚群の行動及び分布等を明らかにするため実施した。
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調査経過

東奥丸は中月 19臼歯作埼正西の海洋観測を終了後全日 08-3 5海区Kて本年度第 1回目の投

網を行念った。以来5月 19日空で 31日間のうち操業回数10回で，出漁率は 320/0を示した。

本調査期間中の延使用反数は 81口反で，総漁獲尾数は 1，3 2 0尾と念つてな]?，魚種別の内訳は

カラフト 7~ 1/ 2 8 6尾 (97. 4 %)サクラマス 34尾 (2.6鴨)反当b羅網尾数は1.6尾(前年

i:'O.~8 1尾〉を示した。

当7Jc試々験船による年度別反当b羅網尾数はJ 3 3年1.7尾.， 3 4年 3.0尾， 3 5年.1.8尾.

年 O.2 A'尾 J 3 7年 O.8 1尾で， 3 6年， 3 7年K比べ割合良好念羅網率を示した。

本年度東奥丸Kよる臼別，潟、区別羅網率は別図の通bである。

調査結果

本年・度は日本海K於けるマス資源の恒久的維持を図るため関係県の操業船が大巾に減船され，本

県Uてないても昨年度の共通船72隻が 46隻 (36 %) ， 自県船 51隻が 23隻(5壱%)と左ター
総体時亡 53隻 (440/0)滅船された。

試験船vc~，いては前年度同様日水研の調査計画K基き調査を行なったが J 6月からの太平洋スルメ

イカ漁況調査のため5月 19日で本年度マス流絹調査を打切った。

海況

本年度 5 月中旬の観測結呆K よる日本海沿岸K:js~ける著しい海況の特徴とレては.能登以西沿

岸海域は全般K低温で.ζの海域の冷水域はと h数年来見られ*かったほどJ強かった。
ζれK反し能登以北海域では平年よ b僅かK低ElK経過した。又対馬暖流主軸附近水混は沿岸，

沖合を問わず著しく低〈まっている。 4月上，中匂K至b対馬暖流第 5分校低ウフリョウ島~大

和堆ふ入道崎を結ぶ札七K見られたが，例年よタか*9弱(，第包分校も又不明瞭で，その主軸
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が'I'IJ然とせず， ζ の勤聞の沖合流の室長 5 分校，宗寺 2 分校は全紋VC~かった。

一方隠岐，山陰若狭，能登佐渡，人道崎の主安冷水の中心水温は低く，非干名;VC発達して沖合冷水

域と連左つてなれ日本海沿岸の低混乱海況が依然として杭いた。

5月上匂に至タ表面水温が前月ょ b全般VC2"0前後鼻温したが，王子年に上iじべ能査以函J海域で-'2

_-300.能登以北海域では-0.5'--f. 0 Cと左つてなi?能量以、函海域では依然低温が続き
以北海域では弱い低温化の傾向を示していた。

b 漁況

本年度は乙の様左具常でと海祝Uてよ b漁場が割合集約されたためか当初から予想以上の好漁を示

したようである。

5月初句になける主左漁場は向瀬」鳥海礁，最上堆の各周辺海域代形成され，特に最上堆周辺は

4月中旬前半まで長期VCI[って好漁場が形成された。

4月中旬後半から漸次訴事、場が北編し，入道崎西方 40 -5 0浬の海域から小島西方 50浬海域に

至る広範囲左漁場と左っ行。又下匂後半Kは佐渡冷水域のタ1縁(佐渡NNW100-120浬)

にて 1隻平均 1.5 0 0尾の好漁を見た船もあった。

5月中匂後半K至i?沿埠寄りでは本県以北のi海域K漁場が形成され，漁況も下火と左ったが沖

合漁場の大末砂住西方 60-7 0浬の春風堆附近では反当り 2-3尾の比較的好漁を見た船もあっ

たようである。しかし此の頃よ b全般に漁獲変動が大きく左i?不安定な漁場となった。

本県沖にないても 5月上句ょ b小島以南海域VC:j:，>いて，小泊，下前紛が 1己主主両氏当!?2 0尾の

好漁を見せた紛もあi? 4月下旬まで断続自主jVC対漁をみていゐ。

本年度当業船による己本海マスIfrt制疎美状侃は万Ij;紙のとなDであ心。

c 網自足Ij権綱制兄

本年度試験船Vてよる百合男Ij反当b権網伏況は次のとなりであっ売。

9 4粍(3. 1寸) 1. 7尾 9 7粍 (3.2寸) 1. 7尾 1口口粍 (3.3寸) 1. 5尾 103紺 3.4

寸) 1. 3尾

d 権網状況
調査期間中tてなける各部擢網状況は浮子方 63.9 %ー中央部 28.1 % 沈子方 8Sらで，例年K
比べ浮子方の権網が多かった。
巴 魚体調査

本年度の魚体調査はカラフトマス 435尾であったが，との体長範囲をみると. 34-52cm

までと左つてな t，モードの山は 41 cmと在っている。

又雌雄別の比率では 435尾の内合が 179尾 (41.2%)♀が 256尾 (58.8 %)でノごンチ

ング調査 7回の内第 1次を除いて♀が多かった。又雌雄月Ijの体長平均値では♀ 42. 0 2 cm， O 
4 2. 3 9仰で本年度は舌♀共K大豆Jの傾向をみぜている。
f 精密調査

本年度の多項目調査は 4月中VC2回， 5月中VC2回計 4回で測定尾数は 11 4尾と左ってい

る。とれが雌雄男Ij平均体重をみてみると♀は 1.0 1 2. 4 fI.合は972.5f1で♀の体重が梢重〈

総体的左平均体重は 99 5. 6 9であうた.
V 考察
本年度は日本海沿岸の水温が全般的に低自に経過したため漁場が劃合呆約され当初から予想、仏上

の好漁を示し県内当業者船の舵、漁獲量からみても 37年度の 31 3. 5 6 1尾に対し本年度は 552566

尾 (17 6 'iら〕の漁獲量止をうた。而して反当り漁獲尾数からみても本年度は 2.8尾の握細率を示

し魚価の値上i?VCとも;Ij:って本年度は採算のとれた船が多かったようである。
又本年度は 5月上匂よ b小島以南の本県沖合にbいて小泊，下前船に依るカラフトマスの漁獲が多
〈ローカル的な魚群の来酵が認められ今後小型船 (10屯級)を対象としたこの海域の漁場開発が
望まれている。
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操業位置及反当b催網状況
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昭和 38年度 日本海ます流網漁業試験

操 業 次 数 2 5 4 5 

投 網 位 置
40.32 N 4 1.0 1 N 40.55 N 40.55 N 41.1 8 N 
1 3 8.5 0 E 139.45E 1 39.37 E 1 3 9.27 E 139.00E 

投 網 日 時
17.05 1 7. 1 0 1 6.1日 1 4.45 1 6.口5

4.19 17.35 4.22 1 7.4口 4.27 16.4日 4.28 1 5.10 5.8 1る.3日

揚網 位 置
40.47 N 40.00 N 40.5 1 N 40.56 N 41.28 N 
139.03E 139.00E 139.37E 1 39.1 8 E 139.00E 

揚 網 日 時
日2.15 02.20 02.1 5 44.J，22 810.55 02.口5

4.2日 04.50 4.23 05.1 5 4.28 04.3 5 9 0 2. 1 5 5.8 04.45 

投 網 方 向 SE ESE N/勿 W/N NE 

天 侯 B B C C B 
海
風向・風力 NW 3 NW 1 SW 2 S 3 W 3 

象
汐流向速 NE 2Kno七 E 0.5 S 0.5 WNW 1 N 1 . 

気
波浪・ウネリ 3. 3 1. 1. 2. 2 3. 3 3. 3 

象
水 色 4 5 5 5 4 

透明度 13m 13m 10m 18m 

o m 9.8 9.6 10.8 1 0.0 1 1. 1 

1 0 9.7 2 9.38 1 0.1 0 9.82 10.5 1 

2 0 9.72 8.82 9.95 8.9 1 1 0.02 

水 3 0 8.99 8.35 9.73 8.50 9.23 

5日 8.9口 8.22 8.9 1 8.23 8.72 

7 5 8.88 8.22 8.65 8.20 8.75 

温 1 0日 8.72 8.19 8.6日 8.20 8.24 

1 5口 7.85 8.21 8.55 8.18 8.46 

2口口 5.31 7.49 7.55 8.00 7.73 

5口口 1.65 4.35 3.92 5目31 2.52 

イ吏 用 反 数 8 1反 8 1反 8 1反 8 1反 8 1反

切頓紙、漁獲尾数 96尾 239尾 357尾 1 1 0尾 174尾

漁
目
9 4粍 34 60 1 32 33 70 

βr::l 、 9 7" 4 7 1 4 6 1 7 5 57 8 0 

獲 男IJ 1 0 0" ? 1 8 28 1 5 1 3 

1 0 3" 6 1 5 2 2 5 1 1 

尾 内サクラマス 1 2 2 1 2 5 

アブフツノザメ ~J') 引、々) 2 

数 そ の 他 IJサノξ
中羽つJサパイカ づYサパ1、イカ1 !}，サバ1

8 2 

附週業期占 3~4 附週禁輸占d箆汐 附週集期8'4隻 附近操調&5隻航 附局禁制占1隻

隻クラゲ羅絹多し 場支線漏駄片 潮占に依る網暗H 揚網中17J<i:昆10.4

備 考 すγマ利融尾閉す 羅新多し 3~4凪早目に へ，10.6 

揚締時uJ姐9.4~ 絡締守 101文 揚網

9.:J 
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ι 7 8 ? 1 0 

41.29，'< 4132N 41.43 N 41.50N 42.14N 
138.49 E 1 3 9.0 1 E 138.58E 1 38.17 E 1 38.0 6E 

1 5.1 5 13.45 1 8.30 16.30 15.50 
5.8 1 5.4 0 5.9 14.15 5.1 6 1 8.5 0 5.1 7 16.55 5.18 16.1 5 

41.39N 41.35 N 41.50 N 41.50 N 42.1 1 N 
139.日日E 1 39.1 OE 139.05E 138.自7E 138.1 5 E 

o 2日5 02.05 日2田口 D 02.1 0 01.00 
5.9 口4.45 5.1 0 04.25 5.1 7 04.日5 5.18 日4.10 5.19 日2.45

NW/'W E/S NE/N ENE SE 

C B B d bc 

S 2 W 2 SW 1 NE 2 NE 3 

NE 1.2 E/N 0.6 NE 1.2 W 1.2 ESE 1 

2. 2 2. 2 2. 2 2. 2 3. 3 

4 4 5 4 4 

16m 1 5m 16m 13m 14m 

1 1. 2 1 1.4 12.3 1 0.3 1日.4

11.1 2 10.9日 12.31 1 0.1 4 10.3 1 

1日.84 1 0.6 1 1日.71 9.7日 9.42 

10.23 9.4 7 9.92 7.68 7.7 2 

8.94 8.91 8.78 5.1 0 3.64 

8.65 8.32 8.32 4目23 2.8 1 

8.58 8.23 8.30 2.6 1 2.1 8 

7.17 8.30 7.85 1. 6 4 1.54 

5.96 5.87 6.5 5 1.18 1.0ヲ

2.33 2.21 2.13 日72 0.73 

81反 81反 81反 81反 8 1反

218尾 27尾 4尾 63尾 32尾

74 4 16 ι 

64 1 4 24 8 

36 5 1 1 ? 

44 4 1 2 ? 

4 

ωー
5 〈中o2 ω占

ノJ"サパ1 モ-t.u}1ソエ1 サノむす1ホック2

Il#迎集期占2隻揚 附近操期制捜 クフグ揃移し 揚細立宣附丘オツ
総民a7J<温10.6'汐 1/ 糊1隻 投締約主温10.2 トセイ:多し
自のた岬輔議醐 揚網ヰャd<.温11.0 多項目調査

多し -10.8 

汐流具合悪く絡網

2-3ケ所あり

19 



N 
Cコ
昭和38年 日本海マス流縄操業状況

許 報 休

屯 数
漁

可 tEt 1 漁

階 層
さくらます

数 数 数

29.99-25 2 1 1 6 5 4 5， 2 6 6 

24.99-20 日 。

19.99-15 1 6 1 4 1 5、口口 4

14.99-1日 8 ι 2 5、349

計 4 6 Eι 7 6 3， 6 1 9 

獲 尾

からふとます

3 3 9， 8 4 1 

。

1 1 4， 2 2 0 

3 4， 8 8 6 

488，947 

平 反 平

数 平均漁獲尾数
均 当 均

操
延 り

業

言十 さくらます からふとます 言十 反 尾 日

数 数 数

3 8 5， 1 0 7 2，8 2 9 2 1， 2 4日 2 4， 0 6 9 8， 5 4 1 2.8 2 3 7 

。 。 。 。 。 。 。

1 2 9唱 22 4 1， 0 7 1 8， 1 5 9 9， 2 3 0 3， 2 3 1 2.8 6 2日

3 8噌 235 5 5 9 5， 8 1 4 6，3 7 3 2，4日 1 2.6 5 1 7 

552，566 1， 7 6 7 1 3， 5 8 2 1 5、349 5司 45 3 2. 8 1 2 7 

5百年 36年 37年 38年


